三、伯耆一ノ宮と羽合郷
１　伯耆一ノ宮経筒の文化的価値

荘園志料による河　　　文献の空白時代ともいわれる荘園時代のひがし伯耆にとって、一ノ宮経塚出土の経筒EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がんもん),願文)と、

村郷　　　　　　　　原田氏系図・宇田川氏系図伯耆氏系図・正嘉２年銘の京都松尾神社東郷庄和与中分絵図の４文献は、この地方の荘園時代における暗夜の灯し火である。これがなかったらこの地方の歴史は何もわからないといってよい。

清水正健編「荘園　　　清水正健篇の「荘園志料上下巻」は随分EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼう),尨)大な志料篇であるが、他国に比べ伯耆国はきわめて
志料上下巻」抜す　　簡単に荘園名が挙げてあるだけで、その裏付となる文献は甚だ少ない。ことに河村郡においてし
い　　　　　　　　　かりである。
　　　　　　　　　　　本書中「伯耆国」について

伯耆国について　　　　「伯耆国」「古者６郡４９郷の地なれども、古書旧記の徴すべきもの、甚だ寡くして、僅に２３荘、２保、２廚を検出したるに過ぎず、今之を伯耆民談記、伯耆志等に考へて、列記する云々」として
　　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),河村)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),郡)
　　　　　　　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),多気)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),荘)　和名鈔河村郡竹田郷あり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(けだ),葢)し其の地の庄なりしものならむ、今郡中大瀬・本泉・今
　　　　　　　　　　　　泉・湯谷・牧・赤松・大柿恩・助谷・久原・相原寺・穴鴨・木地山・加谷・下西谷・上田代・
　　　　　　　　　　　　下田代・下畑・四十曲・柏山・大谷・鴨部２２村を竹田荘と云ふ
　　　　　　　　　　　　　【徴証】　杵築社文書曰、伯耆多気荘　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),東郷)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),荘)　正平３年の文書に見ゆ、今郡中松崎・引地・小鹿谷・野花・田畑・中興寺・中尾・山部・別所・方面・高辻・河上・久見１３村を東郷と云ふ、古多駄郷、是なり
　　【徴証】　松尾社文書曰、松尾社司等申伯耆国東郷荘、兵　　　　重申状具書如此、先度觸遣之処、安房右衛　　　於地下、猶致譴責、云云、太不可然、不日停止其責、若尚不承引者、可有其沙汰　　　、依仰執達如件、貞和四年十月廿五日、修理亮、山名伊豆前司殿EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(●),時)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(●),氏)　○伺事記録曰、延徳二年閏八月五日、一、松尾雑掌申伯耆東郷荘領家職事、号守護受地、押妨
明徳二年十二月廿　　　　之間、先御代、数箇度雖有御成敗、干今不申行、重任支証、可預直務御下知之旨申之、可成
一日　　　　　　　　　奉書之由御定也矣（註、後述参照）
　　　　　　　　　　　　　【附載】

　　　　　　　　　　　 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(クサカベ),曰下)荘　郡中山根・上井・海田・福庭・清谷・田尻６村を総称す（又下西郷）　和名、鈔河村
 　　　　　　　　　　　　郡日下郷の地なり
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○○),久津賀)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),荘)　郡中宇野・宇谷・園・泊・石脇・筒地・小浜７村の大名にて、（古浜辺郷）和名鈔
　河村郡笏賀郷、延喜兵部式笏賀駅の地なり
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),三朝)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○),荘)　郡中横田（（手）であろう）山田・湯・砂原・淀・片柴・坂本・江谷・吉田・高橋・
  波伯（（岐）であろう）山・井出（（戸）であろう）・西小鹿・神倉・糀・中津の汎称にて、
  和名鈔河村郡三朝荘の地なり
その他の荘園　　　　　その他は久米、八橋、汗入、会見、日野にわたり列挙してあるが、直接羽合郷に関係のあるのは以上の５荘にとどまる。「荘園志料」には羽合郷には荘園がなかったかのように見えるが、そうではない。原田系図や正嘉絵図によっても明らかに荘園のあったことがわかり、宇田川氏系図にも平城天皇の御代に「羽々伊之庄司」を載せていることは前に述べたとおりである。
舎人郷　　　　　　　　こうしてみると河村郡内には社寺領のほかにまだ６～７荘はあったものであろう。また「荘園志料」は舎人郷については何も述べていないが、舎人郷は原田氏入部以前奈良朝前期の野方廃寺址、遺瓦、金堂礎石群、塔心礎、周礎の様式から出雲EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おう),意宇)郡（今は能義郡）の舎人郷の部落野方、両地ともに古廃寺のあることなどの一致から推して、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へき),日置)氏の支配下にあったものが、のち支配者の交替があったのではなかろうか。
本所（領家）と本　　　ひがし伯耆、とくに河村郡に、勢力を張っていた初期荘園の支配者であった原田氏は、前掲の
所領（領家分）　　　　系図に見えるように
　　　　　　　　　　　頼平　「これより其の末葉伯州に在り、此の時私領多きを以てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(れいぜんい),冷泉)ノ宮EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きた),北)ノEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まんどころ),政所)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よ),寄)す。今のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くつが),芴賀)ノ庄是れなり。」

　　　　　　　　　　　とあるから、藤原家の一族冷泉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ためいえ),為家)の第４子EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ため),為)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(すけ),助)の立てた冷泉氏の奥方の領所に寄進し、後EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(くつ),笏)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(その),園)の地名との関係　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(が),賀)ノ庄のうち「奈志多」は藤原氏５摂家のうち、近衛家の荘園であったと伝えられているのはこのためであろう。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(その),園)」という村名はこれに起因していると考えられる。寄進者は寄進してしまった土地には一切手を触れないというのではなく、次の代の「種平」は「笏賀の地頭」とある。こ
私領の収益権と下　　れはつまり私領の収益権（得分）を冷泉家に寄進し、原田氏は地頭としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(したじ),下地)行政権（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しき),職)）をも
地行政権　　　　　　ち、笏賀庄の冷泉家に上納すべき年貢の一部（３分の２）を管理料として収得する仕組で、こうして寄進した土地を本所領或は領家分といい、寄進を受けた家柄を「本所」または「領家」というのである。つまり大まかにいえば下地の地権と収益権とを区別し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps6 \o\ad(\s\up 7(○○),収益)を本所と地頭とが分割収得するわけである。
　　　　　　　　　　　なぜそんなややこしいことをするかというと、荘園時代は公法である律令の権威が衰え、土地の領有権が不安定であったので、土地私有者は本所領として下地権を寄進し、その権威の陰にかくれて地頭権（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しき),職)）を固める方法をとったのである。つまり「花より団子」のとおり実をとる方
地頭の横暴があら　　法である。後に紹介する東郷庄和与中分絵図にもこの状況が表われてくる。なかには下地を本領
われる　　　　　　　としたのみで、全収穫を私腹するような横暴な地頭も出てくるようになり、これを地頭の押領といった。したがって本所と地頭の間に訴訟のたえまがなく、そこで貞永式目がものをいうことになる。
私領を松尾社に寄　　　３１代勝範の次に列記された５人目の信平については

進　　　　　　　　　　信平　「本名EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しげ),成)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひら),平)、法名定慶、私領を以て松尾社に寄進す、今は東郷庄内ナカウタ是れなり」

　　　　　　　　　　　とあり、寄進の動機については信仰・縁辺という関係もあろうが、大たい頼平の笏賀庄寄進と同じであろう。こうしてみると原田氏は地頭職が表向きで土地を持たないのがたてまえであるが、私領も相当あったものと察せられる。被寄進者である「松尾社」というのは現在の野花鎮座の松尾神社ではなく、京都（昔の山城国葛野郡松尾字上山田鎮座＝明治、大正、昭和終戦前の官幣大社）の松尾神社のことであり、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おおやまずみの),大山咋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)」「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(い),市)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つくしま),杵島)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひめの),姫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かみ),神)」をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まつ),祀)っている大社のことである。神聖であり本所として権威の保てるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(よりどころ),拠)として選ばれたものであろう。朝廷の尊崇もあつく、一条天皇の行幸もあり代々の恒例となったほどの社である。
本所松尾社と東郷　　　こうして東郷・羽合地区は、原田氏地頭時代の治承３年２月２２日、家平が野津蔵人仲吉と坪
の松尾神社　　　　　上山で戦い討死したことと、文安２年２月種善が赤松播磨守と院庄で戦い戦死したほか、それほど混乱もなく鎌倉末期下地中分時代に及んだとみえこの時代に関する文書も記録も残っていないようである。ただこの間幕府の憲法というべき貞永式目草案者原田良全（円全）というえらい者が、この河村郡湯谷の地から出て（或は湯谷院に隠退したか）、日本の法典史上に名を残している
松尾神社の伝説　　　ことは前に述べたところである。東郷町野花に鎮座する現在の松尾神社は、伝説によれば羽合町光吉にあったのが昔大洪水の際東郷湖がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いつ),溢)水したとき、北の大風で社殿が野花に吹き上げられ、神託により、ここに止まられることになったという。東郷庄和与中分絵図によれば、光吉、下浅津あたりは松尾領家分であり、長和田、野花、引地一円も松尾領家分であるから、本所である京都松尾社のワケミタマを領家下地分の鎮護の神として勧詣したものであろう。
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